　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　
ヒヤリ・ハット報告書の活用法について

１．ヒヤリ・ハットとは☞　幸い事故が発生せずに済んだニアミスのこと
※ニアミスとは実際に事故は起こらなかったが有害な結果をうむ可能性があっ
た事象
２．ヒヤリ・ハットするとは

☞個人の主観に任されるがヒヤリ・ハットはスキルであり習慣である。事故が起きる
可能性がある場所、事象、場面に気づき事故防止に努めるスキルを身につける
そのヒヤリ・ハットしたことを迅速に施設内に周知して対策を講じること
　　　　　　　

３．ヒヤリ・ハットの見える化
☞ヒヤリ・ハットしたことを例えば色別の付箋（歳児別orクラス別）に先ず端
的に記入、報告。危険箇所マップの作成（施設内外、園外保育先等）や事例集、
対応策集等の「PDCA」サイクルを確立する
４．事故予防の考え方
①環境を安全にする　　→ドアや門等の鍵を子どもが開けられない所につける
②効果がある安全行動　→職員同士の声がけは一往復半を基本とする
　　　　　　　　　　　　行動する際は足元や後ろの確認をする
③活動を見守る立ち位置→具体的な計画と訓練も大切だが非常事態には臨機応
変に動くことが重要である
④ルールや遊び方を教えるしかし、ルールを守っても命が守られる保証はない

　
５．起こりうる危険（最悪）を予測するための４つの要因
①子ども→今年は「課題のある子ども」が増えている
②保育士→経験の浅い職員が多い（保育他全体的なスキルが低い）
③保護者→子どもの怪我に敏感で許さない！（担当者の心的負担感が強い）
※集団生活においては子どもの成長・発達に伴い軽いけが（転ぶ、ぶつかる等）は必然的に起こるが極力予防するという適切なリスク・コミュニケーションを通じて保護者に伝えることが大事
④環境や製品→年長児保育室を夕方の合同保育室として未満児も使用。年長児用の微細玩具（ビーズ等）が置いてあった（誤飲の危険性大）

（案）　　　　ヒヤリ・ハット報告書　　　　　　 月分　　
	日 時
　　月　　日（　　　）　天候　晴れ・曇・雨・雪・その他　　　　　
　　時　　分頃　　　　　報告者名　　　　　　　　　　　　　　
	ヒヤリ・ハットの具体的内容　　　　　　　

	　　具体的状況

	発生場所
	保育室・廊下・玄関・テラス・トイレ
園庭・園外（　　　）・調理室・その他
	
	

	関係した職員
	保育士・保育教諭　・調理師・その他
	
	

	該当児童歳児
氏名は必要な場合
	　　歳児
	
	

	過去の同様ケース
	　　　有　　・　　　　無　
	どのような危険を感じたか

	　改善すべき事項

	職員への報告日
	　　　月　　　日（　　）
	
	

	報告の方法
	会議・口頭・申し送りノート

その他（　　　　　　　　　　　　　　）
	
	

	施設長コメント



　　　　ヒヤリ・ハット報告書　　　　　 月分　　
	日　時
　　月　　日（　　　）　天候　晴れ・曇・雨・雪・その他　　　　　
　　時　　分頃　　　　　報告者名　　　　　　　　　
	ヒヤリ・ハットの具体的内容　　　　　　　

	　　具体的状況


	発生場所
	保育室・廊下・玄関・テラス・トイレ
園庭・園外（　　　）・調理室・その他
	
	

	関係した職員
	保育士・保育教諭　・調理師・その他
	
	

	該当児童歳児
氏名は必要な場合
	　　歳児
	
	

	過去の同様ケース
	　　　有　　・　　　　無　
	どのような危険を感じたか
	　改善すべき事項

	職員への報告日
	　　　月　　　日（　　）
	
	

	報告の方法
	会議・口頭・申し送りノート

その他（　　　　　　　　　　　　　）

	
	
	　会議・口頭・申し送りノート・その他

	施設長コメント

	


【本報告書の記入例】

	日 時
　　月　　日（　　　）　天候　晴れ・曇・雨・雪・その他　　　　　
　　時　　分頃　　　　　報告者名　○○　○○○　　　　　　　　　　　　　
	ヒヤリ・ハットの具体的内容　

乳児用ベッドの「かんぬき」が故障していて確実に施錠できていなかった　　　　　　　　


	　　具体的状況

「かんぬき」が外れかけ
子どもがベッドから転落しそうになった

	発生場所
	保育室・廊下・玄関・テラス・トイレ
園庭・園外（　　　）・調理室・その他
	
	

	関係した職員
	保育士・保育教諭　・調理師・その他
	
	

	該当児童歳児
氏名は必要な場合
	０歳児

→施設内判断で可
	どのような危険を感じたか

該当児の転落及びベッド近くで遊んでいる子どもを巻き込む二次的災害発生の恐れがあった

	　改善すべき事項

ベッドの使用、不使用に限らず毎朝夕の安全点検を徹底する

	過去の同様ケース
	　　有　　　・　　　無
	
	

	職員への報告日
	　　月　　　日（　　　）
	
	

	報告の方法
	会議・口頭・申し送りノート
その他（　　　　　　　　　　　　　　）
	
	

	施設長コメント　保育室内外の遊具や設備備品において特に可動部があるものについては使用前後に必ず点検を徹底して不都合ある場合は至急修理をする。また、修理に時間を要する場合は使用不可にする。使用不可については張り紙をするなど見える化して全職員や子どもたちに周知する。


　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　R2．9更新
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保育の現場では日常的に起きている


この事例を表に出すことが重要








